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問　道の駅の今後の整備に向けた事業の進め方は。
答　新市街地整備課長　道の駅の開設時期を令和10
年頃に延期した。これは前面道路の交通量の確保
が確実に見込める時期とすることや、より良い道
の駅整備に向け、さらに調査・研究が必要とした
からである。道の駅の整備や管理運営に関しては、
民間の経験や知識を活かせるＰＦＩ方式導入の可
能性を検討している。

問　現在の用排水路の整備状況は。
答　環境経済課長　用排水路の全長は約220㎞であ

る。整備状況は、主要な用排水路約20㎞につい
ては約70％、支線部分約200㎞は、管理上、大
部分が土水路である。また生活雑排水等の用水路
への排水は、市街化調整区域内で開発申請された
場合、町の開発担当が事前に土地改良区や水利組
合と協議し、排水場所の要否を判断している。

問　受付窓口の個人情報保護対策の状況は。
答　総務課長　窓口で相談を受けた場合、個人情報に
配慮する案件等は、環境経済課隣のパーティショ

ンで区切られた相談コーナーを利用している。令
和３年度は、相談室を３部屋設置する計画で、う
ち１部屋は子ども家
庭総合支援拠点相談
室として利用し、残
りの２部屋はフリー
で利用できる相談室
となる。これらの相
談室を有効に活用
し、個人情報に配慮
していく。

道の駅の今後の整備の進め方はQ
さらに調査・研究を進めていくA
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大川戸地区にある寺前揚水機場

増田　秀雄
○道の駅の整備について
○農業政策について
○役場本庁舎及び施設のバリアフリー化について
鈴木　　勉
○�田島919番地から921番地付近の12戸ほどの住宅地区域内
の町道が最悪の劣化状態にあり、早急に舗装修繕及び排水路
の整備を実施せよ
○道の駅計画は即時中止せよ
○�小中学校の30人学級の実現と2km以上の通学児童及び特認
校制度を利用し金杉小学校に通学する児童を対象にスクール
バス運行を実施せよ
○�松伏総合公園・松伏記念公園のリニューアル整備を早急に実
施せよ

砂川　清時
○�新型コロナウイルス感染症のワクチン接種体制
について

○令和２年度インフルエンザ予防接種について
○「健康まつぶし21計画（第２次）」について
川上　　力
○自治会の活性化へ支援強化と条例の制定
○�学校での突然死ゼロを目指した危機管理体制の
整備

○東埼玉道路と町の取り組み
○�新型コロナワクチン接種に介護タクシーの活用を

村上　真由美
○コロナ禍で孤立を防止する体制の構築
○困窮世帯への支援充実
○�子どもの健全な成長に３歳４か月児健康診査の充実
福井　和義
○人生100年時代の介護
松岡　高志
○�松伏町地域防災計画及び洪水ハザードマップの改
訂について
○地域防災計画に位置づけられた道の駅を
平野　千穂
○小学３年生に対する35人学級の実現
○�来年度から小中学生にタブレットが支給される
が、電磁波過敏症やブルーライトへの対策を問う
○�「道の駅」の見通しはきびしいと考えるが、町の
見解を問う

吉田　俊一
○�新型コロナ感染対策としてのワクチン接種、無症
状の感染者の療養支援をすすめるためのＰＣＲ検
査問題について
○国民健康保険税の子どもに対する均等割の軽減を
○町財政見通しと国の地方財政計画について

町政に関する
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一般質問の会議録全文は
町のホームページから検索できます一 問般 の質 主 題



8　／／／まつぶし議会だより　第113号／令和3年4月27日

問　ワクチン接種券が手元に届いたら。
答　教育文化振興課長　高齢者の接種券は、４月中旬

以降順次発行する。届いた方から予約（インター
ネット、ＬＩＮＥアプリ、電話により日時、場所
を選択）となるが、様子を見たい場合は、接種期
間中であれば、いつでも予約できる。また、本人
の同意があれば、家族等による代理予約も可能。

問　ワクチン接種会場はどこになるのか。
答　教育文化振興課長　集団接種を前提に、松伏町中

央公民館、北部サービスセンターとなる。更に個
別接種ができるよう町内医療機関と調整中であ
る。

問　ワクチン接種後、具合が悪くなったら。
答　教育文化振興課長　ワクチン接種後15分間の経

過観察を行い帰宅となるが、帰宅後に具合が悪く
なった場合は、躊躇せず、町が設置している相談
窓口に連絡頂き、県の専門相談窓口やかかりつけ
医への相談を促す等適切に対応していく。

問　町長にワクチン接種の取り組み姿勢を問う。

答　町長　令和３年２月４日に新型コロナウイルスワ
クチン接種推進本部を立ち上げ、接種を迅速・確
実に実施すべく体制を整えた。高齢者の接種会場
への移動手段確保のため、専用タクシー券を発行
する。国からの
ワクチン供給が
遅れており、今
後の予定につい
ては町からの情
報を注視してほ
しい。

問　道の駅計画をこのまま進めれば、町財政のひっ迫
を招き、危機的窮地に追い込まれる事態になりか
ねず、最悪の場合、町財政の破綻の危機に直面す
る。道の駅は、無謀な計画であり、その先には住
民福祉と住民サービスの切捨て、引き下げにつな
がるものだ。松伏町の破滅をもたらしかねない道
の駅計画は、中止せよ。

答　町長　道の駅事業は総合振興計画に位置付けられ
た事業。その現実性をしっかり検証していく。

問　越谷市で4.22ha規模の道の駅が計画されている。
その影響で町の施設は大赤字になるのは明らか
だ。

答　町長　赤字をいつまでも垂れ流すような愚かな経
営はいたしません。

問　３キロ先に越谷の道の駅があって、町の施設の経
営が成り立つわけがない。内容的にも越谷の方が
ノウハウもあり、生産農家も多い。町の施設は閑
古鳥が鳴くのは目に見えている。それが見えない
のなら、ご自身（町長）の資質の問題に関わる。

道の駅は、止めることが最適な判断だ。
答　町長　経営に関してＰＦＩでの試算を進めてい

く。
問　道の駅に関する地域住民の意見は、圧倒的反対の

声である。住民世論も無視して、やる気なのか。
答　私の周りの農家の人たちは、つくってほしいとい

うふうに聞いている。意見聴取の場所の違いだ。

越谷市の道の駅候補地は、町の同施設予定候補
地から、わずか３キロ先に決まった。

３月28日にワクチン接種訓練が
松伏町中央公民館にて行われた

道の駅の反対世論を無視するのかQ
私の周りの農家は賛成意見A
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コロナワクチン接種体制を問うQ
ワクチン接種推進本部を立ち上げA
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（自民クラブ）
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問　今後のアフターコロナを考えた時に、自治会活動
の再スタートというか、魅力アップについて、町
がしっかり取り組んでいくという姿勢を示すため
に、草加市のような「町会・自治会への加入及び
参加を促進する条例」を制定する考えはないか。

答　町長　自治会を取り巻く環境は、高齢化、少子化、
単身化、人口減少などの社会背景により、非常に
厳しい状況であるが、災害を契機に地域のつなが
りの重要性が見直されている。町での条例策定に
ついては、先ほど総務課長が答弁したが、今後、
研究していく。

問　校内発生の心停止は運動場所が多い。屋外へのＡ
ＥＤ設置や台数の増加を検討できないか。

答　教育総務課長　学校施設を利用する団体もあるこ
とから、屋外へのＡＥＤ設置について、台数の増
加も含めて検討を進める。

問　新型コロナワクチンの接種で介護タクシーの利用
を必要とする重度心身障がい者などについても、
追加の支援をするべきではないか。

答　教育文化振興課長　障がい者の団体、施設、支援
者などからのワクチン接種に関するご意見を伺っ
ている。今後、
その意向を考慮
し、障がいのあ
る方々とその保
護者に、ワクチ
ン接種について
安心していてだ
けるよう検討し
ていく。

障がい者の円滑なワクチン接種をQ
意見を伺い安心な接種を検討するA
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かわ

上
かみ

　力
つとむ
（公明党）

問　相談者が迷わずに相談できるためにワクチン接種
も含めた相談窓口の一本化はできないか。

答　すこやか子育て課長　ワクチンの接種に特化し
て、電話で予約と相談ができる「予約相談窓口」
を３月中旬に設置できるよう準備を進めている。
ワクチン接種以外の相談にも適切な相談先が案内
できるようにしていく。

問　町では多世代交流学習館メロディーで中学生学習
支援教室を行っている。今後も身近な場所で学習
支援を継続していくべきと考えるがどうか。

答　教育総務課長　中学３年生に対し中学生学習支援
教室として９月から実施している。令和３年度も
引き続き実施したいと考えている。その経費を当
初予算に計上した。

問　子どもの目の機能は３歳から５歳までがもっとも
発達し６歳位でほぼ成人と同じくらいになると言
われる。弱視を見逃さずに視力回復への機会を逃
さないために屈折検査機器を導入すべきと考える
がどうか。

答　すこやか子育て課長　異常の見逃しにならないよ
うよう家庭での視力検査に正確で分かりやすい説
明文を添付し、検査のサポートをしていく。屈折
検査機器等の視力検査機器の導入については、近
隣市町の導入状況やその費用対効果等を引き続き
調査していく。

日本弱視協会HPより子どものランドルト環検査

中学生学習支援教室を継続すべきQ
令和３年度も引き続き実施したいA
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（公明党）

屋外にも増設を目指す
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問　高齢化が急速に進んでいる。
　　長い老後を健康なまま暮らせるようにしたい。厚

生労働省は、昨年１年間で100歳以上の高齢者は
前年比9176人増の８万450人になったと発表し
た。

　　また、松伏町の人口は、毎年、約340人減少して
いて、少子・高齢化が進んでいる。

　　そして、高齢者は増加して、介護士、介護施設の
不足が予想される。

　　これらの問題を解決するには、介護士の確保、介
護施設の増設、地域包括ケアシステムの充実、介
護サービスの充実、介護予防の充実などが必要で
ある。

　　町は人生100年時代の介護について、どのように
認識しているのか。

答　いきいき福祉課長　今年度策定している第８期・
介護保健事業計画で算出した人口推計では、当町
の要介護認定者数は年々増加を続け、計画最終年
の令和５年に1250人となり、ピークを迎える令

和17年に1571人になることが見込まれる。
　　また、現在は前期高齢者の比率が高い状況にある

が、今後は75歳以上の後期高齢者が増加してい
くので、介護認定率も年々上昇していく。

　　このように、人生100年時代の介護に関する取組
は誰もが直面しうる現実的課題と認識している。

特別養護老人ホーム（神奈川県横浜市）

人生100 年時代の介護Q
誰もが直面しうる現実的課題A
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（無所属クラブ）

問　「松伏町地域防災計画」及び「洪水ハザードマップ」
の改訂スケジュールを伺う。

答　総務課長　地域防災計画については、２月にパブ
リックコメントを実施した。今後はパブリックコ
メントでの意見を付して、松伏町防災会議におい
て審議をいただき、３月中に策定する予定。また、
洪水ハザードマップについては、今年度中の改訂
を予定していたが、昨年、内閣府は災害対策基本
法を改正し、水害時の避難情報の在り方について
見直すことと決め、今年の大雨シーズンから運用
を開始することとなった。この避難情報の在り方
の見直しについては、洪水ハザードマップにおい
て大変重要な部分であることから、法改正を待っ
て作成することを考えている。改正後は速やかに
洪水ハザードマップを作成、印刷し、全戸配布を
行いたいと考えている。

問　今後の松伏町道の駅計画の在り方、重点道の駅と
防災、観光を踏まえた道の駅の方向性について、
町長の考えを伺う。

答　町長　東埼玉道路の開通とこの道の駅が松伏町の
拠点づくり、第５次総合振興計画の中における核
となるところとして、交流人口の増加、高速道路
を通って松伏道の駅という看板が見えれば、松伏
という地域がここにあるのだなという、町の魅力
を示すことができると思っている。

埼玉県横瀬町の道の駅「果樹公園あしがくぼ」

松伏町の道の駅計画の方向性はQ
まちづくりの１つの拠点になるA
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（未来クラブ）
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問　「道の駅整備計画」で、パート配置20人と記載し
ているが、収支計算すると１時間当たり７人。整
備計画を見直す必要があるのではないか。

答　新市街地整備課長　見直す必要はあると認識。
問　町ホームページ「道の駅整備計画」で1500万円
の黒字としているが、住民に誤解を与えかねない。
総事業費、事業収支の箇所は除くべきでは。

答　新市街地整備課長　総事業費は現状変更の必要は
ないが、防災面を強化する場合は修正が必要にな
る。収支部分は、再検討中などの表示をしつつ、
町ホームページから削除することを検討する。

問　令和３年度、小中学生に１人１台学習用タブレッ
トが支給される。欧州は、無線周波数電磁波の健
康への影響が指摘され、人体に安全な有線ＬＡＮ
を推奨している。国内でも電磁波過敏症での頭痛、
めまい、吐き気などの報告がある。町の見解は。

答　教育総務課長　国の電波防護指針で、人体に有害
な影響を及ぼさない基準値を示している。事前に
教職員、保護者に電磁波過敏症について周知する

ことが必要と考えている。教職員には、児童・生
徒に症状がないか、様子を観察するよう指導する。

問　画面のブルーライトによる眼精疲労や睡眠障害対
策として、カットシートの導入を検討できないか。

答　教育総務課長　国や県、近隣市町の動向も見極め
ながら、調査・研究を進めていく。

道の駅整備計画は見直すべきではQ
収支はホームページから削除検討A
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ほ
（日本共産党）

問　埼玉県は高齢者入所施設や医療機関の従事者にＰ
ＣＲ検査を無料で実施する。しかし１回だけの検
査で、定期的な検査が必要なのではないか。

答　いきいき福祉課長　全国の高齢者施設で集団感染
が相次ぎ、厚労省は緊急事態宣言が出ている都道
府県に３月中に高齢者施設のＰＣＲ検査を集中的
実施することを通知。これを受け実施することに。
県ホームページでは、今回の検査結果や効果、今
後の感染状況をもとに検討するとされている。

問　県検査では入所施設職員のみで、訪問・通所介護
施設やケアマネージャーは対象外に。高齢者と接
する仕事をされているみなさんは「万が一感染し
ないか」「サービスを利用する人に安心して利用
していただきたい」不安と緊張の中で仕事をして
いる。町としてＰＣＲ検査の助成ができないか。

答　いきいき福祉課長　本来であれば入所施設の職員
に限定することなく検査することが望ましい。県
検査では対象外の訪問介護、通所介護等に携わる
方で希望者に全額公費負担によるＰＣＲ検査を実

施するため、今議会で補正予算案を上程している。
問　障がい福祉事業所の方からもＰＣＲ検査の希望が

寄せられているが、検討できないか。
答　いきいき福祉課長　介護ヘルパーの方で障がい福

祉のヘルパーもやられている事例があり、町内の
障がい福祉施設の希望者にも、拡大を検討中。

町としてＰＣＲ検査への助成をQ
訪問介護職員らへ公費検査を実施A

吉
よし

田
だ

　俊
しゅん

一
いち
（日本共産党）

松伏町 PCR検査予算 

■令令和和 22年年度度補補正正予予算算    ２２５５００検検体体分分……２２２２００万万円円 

３月５日議会可決・検査結果２００人全員陰性（３月末） 

障がい福祉事業所職員、民生委員の希望者にも実施した。 

■令令和和 33年年度度補補正正予予算算    ５５００００検検体体分分……４４３３９９万万円円 

３月１８日議会可決 

＊単価 １検体７９８０円＋消費税 

 だ液の検査キットを用いる方法 

「道の駅整備計画」で示された人件費
パート職員　年間予算額2,600万円
１日当たりの予算72,222円（年間予算を営業日360日で割る）
１時間当たりの予算7,222円(１日の営業時間10時間で割る)
　　　〃　　　人数　７人（時給1,032円）


